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○
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
三
十
二
号

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
八
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改

正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

（
略
）

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項

二

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項

１

（
略
）

１

（
略
）

２

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
各
種
施
策

２

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
を
促
進
す
る
た
め
の
各
種
施
策

・

（
略
）

・

（
略
）

(1)

(2)

(1)

(2)

維
持
保
全
段
階
に
お
け
る
施
策

維
持
保
全
段
階
に
お
け
る
施
策

(3)

(3)

①

長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
の
認
定
制
度
の
意
義

（
新
設
）

長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
さ
れ
る
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
を

促
進
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
適
切
な
維
持
保

全
を
行
う
取
組
に
対
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
、
そ
の
普
及
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
の
認
定
制

度
を
活
用
し
、
既
存
の
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
保
全
及
び
流
通
を

図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ

く
維
持
保
全
に
係
る
住
宅
に
関
す
る
各
種
の
特
例
措
置
は
、
維
持
保
全
が

適
切
に
な
さ
れ
将
来
に
わ
た
り
認
定
長
期
優
良
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
住
宅
の
所
有
者
等
に
対
し
て
適
切

な
維
持
保
全
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

②
～
⑤

（
略
）

①
～
④

（
略
）

～

（
略
）

～

（
略
）

(4)

(7)

(4)

(7)

三

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
及
び
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
の
認
定
に
関

三

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
に
関
す
る
基
本
的
事
項

す
る
基
本
的
事
項

１

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
及
び
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画
並
び
に
そ

１

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
及
び
そ
の
認
定
の
基
本
的
な
考
え
方

の
認
定
の
基
本
的
な
考
え
方
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法
第
五
条
の
規
定
の
と
お
り
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
は
、
長
期
優
良

法
第
五
条
の
規
定
の
と
お
り
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
は
、
長
期
優
良

住
宅
の
建
築
及
び
維
持
保
全
に
関
す
る
計
画
で
あ
り
、
長
期
優
良
住
宅
維
持
保

住
宅
の
建
築
及
び
維
持
保
全
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
認
定
に
関
す
る
基

全
計
画
は
、
長
期
優
良
住
宅
の
維
持
保
全
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ
の
認
定

準
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
構
造
や
構
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
可
能
と
す
る
内

に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
構
造
や
構
法
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
可

容
と
す
る
。

能
と
す
る
内
容
と
す
る
。

ま
た
、
新
た
な
技
術
開
発
の
成
果
を
、
認
定
基
準
へ
継
続
的
に
反
映
し
て
い

ま
た
、
新
た
な
技
術
開
発
の
成
果
を
、
認
定
基
準
へ
継
続
的
に
反
映
し
て
い

く
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

く
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

維
持
保
全
段
階
に
係
る
事
項

３

維
持
保
全
段
階
に
係
る
事
項

認
定
計
画
実
施
者
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
又
は
長
期
優
良
住
宅
維

認
定
計
画
実
施
者
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
基
づ
き
認
定
長
期
優

持
保
全
計
画
に
基
づ
き
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
維
持
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
が

良
住
宅
の
維
持
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
に
当
た

必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
建
築
士
や
維
持
保
全
に
係
る
専

っ
て
は
、
建
築
士
や
維
持
保
全
に
係
る
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

を
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
が
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
場
合
に
は
、
認
定
計
画

ま
た
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
が
マ
ン
シ
ョ
ン
で
あ
る
場
合
に
は
、
認
定
計
画

実
施
者
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
又
は
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画

実
施
者
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
記
載
さ
れ
た
維
持
保
全
の
方
法
が

に
記
載
さ
れ
た
維
持
保
全
の
方
法
が
、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規
約
及
び
長

、
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
規
約
及
び
長
期
修
繕
計
画
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ

期
修
繕
計
画
に
お
い
て
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

４

良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上

４

良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上

へ
の
配
慮
に
係
る
事
項

へ
の
配
慮
に
係
る
事
項

法
第
六
条
第
一
項
第
三
号
の
「
良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け

法
第
六
条
第
一
項
第
三
号
の
「
良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け

る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て

る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て

は
、
長
期
優
良
住
宅
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ま
ち
な
み
等
の
一
部
を
形
成
す
る
こ

は
、
長
期
優
良
住
宅
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ま
ち
な
み
等
の
一
部
を
形
成
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
地
域
の
ま
ち
な
み
等
と
の
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の

と
を
踏
ま
え
、
地
域
の
ま
ち
な
み
等
と
の
調
和
が
図
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の

観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
長
期
優
良
住
宅
（
以
下
「
認
定
申
請

こ
の
た
め
、
認
定
を
受
け
て
建
築
を
し
よ
う
と
す
る
長
期
優
良
住
宅
（
以
下

対
象
住
宅
」
と
い
う
。
）
が
、
例
え
ば
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

「
認
定
申
請
対
象
住
宅
」
と
い
う
。
）
が
、
例
え
ば
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十

百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
、
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法

三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区
計
画
等
、
景
観
法
（
平

律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
計
画
、
建
築
基
準
法
（
昭
和

成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
計
画
、
建
築
基

二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
十
九
条
に
規
定
す
る
建
築
協
定
、
景
観
法

準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
十
九
条
に
規
定
す
る
建
築
協
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第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
協
定
、
条
例
に
よ
る
良
好
な
景
観
の
形

定
、
景
観
法
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
協
定
、
条
例
に
よ
る
良
好

成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
制
限
の
内

な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す

容
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
、
都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市

る
制
限
の
内
容
に
適
合
し
て
い
な
い
場
合
、
都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規

計
画
施
設
の
区
域
内
そ
の
他
の
住
宅
の
建
築
制
限
の
あ
る
区
域
内
に
あ
る
場
合

定
す
る
都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
そ
の
他
の
住
宅
の
建
築
制
限
の
あ
る
区
域
内

に
は
、
認
定
は
行
わ
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
こ
う
し
た
認
定
に
関
す
る
事

に
あ
る
場
合
に
は
、
認
定
は
行
わ
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
こ
う
し
た
認
定

務
に
お
い
て
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
関
し
、
関
係
部
局

に
関
す
る
事
務
に
お
い
て
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
関
し

間
で
十
分
な
連
絡
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
居
住
環
境

、
関
係
部
局
間
で
十
分
な
連
絡
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け

の
維
持
及
び
向
上
に
配
慮
さ
れ
た
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
が
促
進
さ
れ
る
。

る
居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
に
配
慮
さ
れ
た
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
が
促
進

さ
れ
る
。

５

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
へ
の
配
慮
に
係
る
事
項

５

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
へ
の
配
慮
に
係
る
事
項

法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
「
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は

法
第
六
条
第
一
項
第
四
号
の
「
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は

軽
減
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
認
定
申
請
対
象
住
宅

軽
減
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
認
定
を
受
け
て
建
築

を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
立
地
す
る
地
域

を
し
よ
う
と
す
る
長
期
優
良
住
宅
を
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
し
て

に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
か

い
く
た
め
、
そ
の
立
地
す
る
地
域
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
の
リ
ス
ク

ど
う
か
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

に
対
す
る
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク

こ
の
た
め
、
次
の
と
お
り
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク

に
応
じ
て
所
管
行
政
庁
の
判
断
で
、
認
定
を
行
わ
な
い
又
は
自
然
災
害
に
よ
る

に
応
じ
て
所
管
行
政
庁
の
判
断
で
、
認
定
を
行
わ
な
い
又
は
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
へ
の
配
慮
の
た
め
に
必
要
な
措
置
等
を
講
じ
て

被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
へ
の
配
慮
の
た
め
に
必
要
な
措
置
等
を
講
じ
て

い
る
場
合
に
認
定
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

い
る
場
合
に
認
定
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

①
～
③

（
略
）

①
～
③

（
略
）

四

（
略
）

四

（
略
）
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附

則

こ
の
告
示
は
、
住
宅
の
質
の
向
上
及
び
円
滑
な
取
引
環
境
の
整
備
の
た
め
の
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
令
和
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。


